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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:20000-1:40000
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CARD11
CARD11; CARMA1; Caspase recruitment domain-containing protein 11; CARD-containing
MAGUK protein 1; Carma 1
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、膜結合型グアニル酸キナーゼ（MAGUK）ファミリーに属し、細胞膜の特定の領域において多タンパク質複合体を組み立てるための分子骨格として機能するタンパク質群です。また、このタンパク質は、特徴的なカスパーゼ関連リクルートメントドメイン（CARD）を有することで定義されるCARDタンパク質ファミリーのメンバーでもあります。このタンパク質は、CARD14タンパク質と類似したドメイン構造を有しています。両タンパク質のCARDドメインは、細胞アポトーシスおよびNF-κB活性化の正の調節因子として機能することが知られているタンパク質であるBCL10と特異的に相互作用することが示されています。細胞内で発現すると、このタンパク質はNF-κBを活性化し、BCL10のリン酸化を誘導しました。 [RefSeq提供、2008年7月],注意:PROSITE、Pfam、SMARTでは検出されないSH3ドメインを含むと考えられます。,機能:BCL10およびIKKを介してNF-κBを活性化します。BCL10のリン酸化を刺激します。,類似性:1つのCARDドメインを含みます。,類似性:1つのグアニル酸キナーゼ様ドメインを含みます。,類似性:1つのPDZ（DHR）ドメインを含みます。,サブユニット:CARD11とBCL10はCARD-CARD相互作用によって結合します。,組織特異性:成人末梢血白血球、胸腺、脾臓、肝臓で検出されます。前骨髄球性白血病HL-60細胞、慢性骨髄性白血病K562細胞、バーキットリンパ腫Raji細胞、大腸腺癌SW480細胞にも認められる。HeLa細胞S3、Molt-4、A549、G431細胞では検出されない。
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	COLO205細胞ライセートのCARD11抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CARD 11ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

